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スエービーとアレマンネン
ー中世初期アングロ・サクソン諸王国の民族的背景（１）

法政大学キャリアデザイン学部教授岩谷道夫

(－） 

英語は，英国民，所謂アングロ・サクソンの形成過程にその起源を持ってい

る。英国民が構成されるに至る歴史的過程の発端となった出来事は，ゲルマン

民族のうち，北海沿岸に居住していたゲルマン人諸部族，とりわけアングル，

サクソン，そしてジュートの，西暦５世紀半ば以降における，ブリテン島への

移住であるⅢ。それらのゲルマン人諸部族の移住には，同じゲルマン人部族の

フリージアンも参加したという説も存在するが②，いずれにせよ，北海沿岸に

居住していたいくつかのゲルマン人諸部族の，ゲルマン民族の大移動の時期に

おける，ブリテン島への移住により，英国民が形成され，英語が成立したので

あった。それではそのプリテン島に移住して，英語を成立させたアングル，サ

クソン，ジュート，さらにはフリージアンとはどのような人々であり，どのよ

うな歴史を持っているのであろうか。それを知るためには，アングル，サクソ

ン，ジュート，そしてフリージアンの，ブリテン島への移住以前の歴史，つま

りゲルマン民族諸部族の歴史を，遡及的に追究する必要があるであろう。それ

らのゲルマン人諸部族は，それぞれ部族国家を創り，ある場合には独立し，あ

る場合にはゆるやかな連合を作りながら生活し続けていた。その中で，アング

ル他のゲルマン人部族は，より大きなスエービーという部族国家の連合体を作

っていたことが知られている。そしてそのスエービーは，ゲルマン民族の大移

動の頃には，個別的な部族名となっていたが，その個別的な部族名としてのス

エービーが現われる過程で，スエービーと密接な関係を持つと思われるアレマ
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ンネンが登場する。そこで本稿では，アングル他のゲルマン人諸部族と深い関

係を持っていた連合部族としてのスエービー，そしてそのスエービーが単一部

族となってゆく過程で現われるアレマンネンという，二つの部族に焦点をあて，

その二つの部族の成立，構成がどのようなものであったか，その実体を把握す

ることにしたい。英語を創ることになったゲルマン人諸部族のアングル，サク

ソン，ジュート，フリージアンが，プリテン島に渡る以前，どのような状況に

あったのか，そして，それらの諸部族と同じゲルマン民族に属し，共通の社会

構造を持っていた他のゲルマン人諸部族は，どのような状況にあったのか。そ

れを考えることは，アングロ・サクソン民族を，そして英語の成立過程を知る

ための，一つの重要な手続きであると思われるからである。

(二）

古い時代のゲルマン民族について記されている文献の大部分は，ギリシア人

やローマ人歴史家によるものであるが，その中で最も重要な文献と見なされ得

るのは，紀元前50年頃のカエサルの「ガリア戦記｣叩と，紀元１００年頃のタキ

トゥスの「ゲルマーニア｣'4'である。前者は，ローマ軍によるガリア遠征時の

戦闘について，カエサルが自ら執筆した戦記であり，ローマにとって北方の侵

入者であったケルト人との戦闘についての,克明で具体的な実際の記録である。

内容は，ケルト人との戦闘に関する記録がその大半を占めているが，その中に，

アリオウイストスを首長とする，ゲルマン人部族スエービーについての，極め

て具体的な記述が含まれている。様々な観点から見て，その文献の重要性は，

計り知れないほどであるが，ゲルマン人全般についての資料という観点からす

れば，その記述は，もともとケルト人との戦いの記録であるので，限定的な評

価がなされてきたけれども。一方，タキトゥスの「ゲルマーニア」は，カエサ

ルの「ガリア戦記」からおよそ150年後の，西暦紀元100年頃のゲルマン人部

族に関する記録である。カエサルの記録とは異なり，タキトゥスの「ゲルマー

ニア」は，全般的に本人の実体験によるものではなく，ゲルマン人の諸部族を

訪れた複数の人々の報告に基づいている。しかしながら，それは，西暦100年

頃のゲルマン人諸部族についての，極めて詳細な，また体系的な記録となって
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いる。それまでにも様々な歴史家によって，ゲルマン人諸部族に関する記述が

なされてきたけれども，タキトウスの「ゲルマーニア」においてほど，ゲルマ

ン人諸部族の生活・風習を中心とした政治的，文化的，社会的全体構造が，体

系的，網羅的に記された文献は存在しない。

前述のように，タキトウスの「ゲルマーニア」は，ゲルマン人諸部族につい

ての文献のうちで，最も体系的で詳しい内容を持ち，それ故，ゲルマン人につ

いての文献の歴史を画期するものである。一方カエサルの「ガリア戦記」は，

カエサル自身の実体験に基づく具体的な記録であり，言及されているゲルマン

人は少数であるかも知れないが,その少数のゲルマン人に関する記録としては，

最も信頼に値する資料と言えるであろう。これまで「ガリア戦記」は，その戦

時における記述という側面が強調され過ぎて，ゲルマン人社会に関する一般的

記述としては，タキトゥスの「ゲルマーニア」と比べ，史料としては過小評価

されてきた。それに対し堀米庸三氏は，ケチュケの言葉を引用し，リュトゲや

ウェーバーによる，「ガリア戦記」における史料的価値の再評価の正当性を強

調している'51。つまり「ガリア戦記」は，戦時の記述であるが故に平時の記述

としての価値を持たないのではなく，その戦時の記述を通して，平時の構造も

対極的に推測し得るのであり，またゲルマン人社会とケルト人社会との比較と

いう観点も，極めて重要なものがあるのである。

「ガリア戦記』は，その表題が示すように，ローマの北方に居住していたガ

リアのケルト人に対する戦闘の記録である。当時のローマ人にとっては，日常

的な北方の敵は，ガリアのケルト人であり，「ガリア戦記」の中の大部分は，

当然のことながら，ローマ軍とケルト人の軍隊との実際の戦闘の記録になって

いる。しかしながらその中に，ゲルマン民族の一部族であるスエービーについ

ての，極めて具体的な記述が含まれている'`'。そして『ガリア戦記」は，その

スエービーについての精細克明な記述の故に，ゲルマン人に関する文献として

比類のない価値を持っていると言うことができる。一方スエービーは，タキト

ゥスの「ゲルマーニア」にも現われ，ゲルマン人部族の相当部分を占める大部

族として詳しく記されている'７１。ここでそのスエービーの歴史について概観し

てみたい(風1．

スエービーは，西暦紀元以前から既に，エルベ川の下流および中流域に居住
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していて，そこから南方へ移住することになる。そして時代は異なるが，二つ

の方向に向かう。一つはエルベ川を上流に向かい，支流のザーレ川に沿って上

流に進む；そしてテューリンゲンを経て，ヘッセンを通過し，ライン川沿岸地

域に達する；さらにライン111を上流に向かい，マインツまで到達し，そこを拠

点にドイツ南西部に定住する。もう一つはエルベ川に沿って上流へ向かい南下

するが，ザーレ川に分かれる地点で，さらに本流のエルベ川に沿って進み，結

局エルベ川がモルタヴ川と名前を変えるボヘミアの平原まで到達し，そこを拠

点として定住する'9．

前者のスエービーが，カエサルの出会った，アリオウイストスを首長とする，

ライン川一帯のスエービーである。そのスエービーは，カエサルに敗北した後，

しばらくゲルマーニアの地に留まり，その後同じスエービーの中核部族のセム

ノーネースを中心に形成されたアレマンネンに参加する。また，そのアレマン

ネンの部族形成に参画しなかったスエービーは，ゲルマン民族の大移動の時期

に西に向かい，スペインでスエービー王国を造るが，やがてそこでその国家は

滅亡する。アレマンネンの部族形成に参加したスエービーは，その後フランク

王国に併合される。しかしドイツ南西部の地域にスエービーの名前を残し，シ

ュヴァーベンと呼ばれるようになる

一方，スエービーのうち，カエサルとの戦闘で敗北した南部の主力部分は，

東へ向かい，ボヘミアへ移住する。そしてその後しばらくボヘミアに留まって

いたが，ゲルマン民族大移動を契機に，ボヘミアの他のゲルマン人諸部族を統

合しながら移動を始め，６世紀頃までに，以前マルコマンネン人が居住してい

たドイツ南東部から，オーストリア一帯へ移住する。そしてその頃までに，バ

イエルンと呼ばれるようになるのである。

前述のように,カエサルがライン川流域で出会うことになったスエービーは，

その首長アリオウイストスを中心としたものであった。「ガリア戦記」のスエ

ービーについての記述は，主にその前半に見出され，それは，アリオウイスト

スを中心とするスエービーの軍隊が，カエサルの軍隊と戦い，敗北する部分で

あるilu1。そこではスエービーが，カエサルのガリア遠征当時，つまり紀元前５０

年頃のゲルマン人部族の中で，主導的な立場を占めていた様子が伝えられてい

る。そのスエービーは，後のタキトゥスに現われる，ゲルマン人部族の総称で
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はなく，後述するように，ある特定の部族がスエービーを代表して，その名称

を自らの部族名としていたと考えられる。

「ガリア戦記」には，スエービー以外のゲルマン人諸部族についての記述も

見出される。その中でしばしば言及されているのが，キンプリーとテウトニー

であるⅢ'・キンプリーとテウトニーは，ユトランド半島に居住し，紀元前100

年頃に，イタリア半島をめざして移動を始め，イタリア半島に入る直前でロー

マ軍に撃退された伝説的なゲルマン人諸部族である'１２'。その二つのゲルマン人

部族は，ほぼ時を同じくしてユトランド半島を離れ，ヨーロッパの中央部を南

下し，「ガリア戦記」にも登場するケルト系のポイイーの地域に移動する。そ

の間の行程は，伝えられている記述も限定され，不明な部分も多いが，いずれ

にせよローマ軍は，イタリア半島侵入をめざすキンプリーとテウトニーを，イ

タリア半島の北辺で撃退した''3'。その結果キンプリーとテウトニーは，もとの

定住地域であるユトランド半島に戻る一方，その一部は南ドイツのライン川沿

岸に定住する。

カエサルの時代には，キンブリーとテウトニーのイタリア半島への南下，そ

してローマ軍との戦闘を直接体験していた同時代人のローマ人もいたのであ

り，伝説的であったとは言え，その二つのゲルマン人部族が，極めて現実的な

存在としてとらえられていたであろうことは想像に難くない。しかしながら，

カエサルの時代のキンブリーとテウトニーは，５０年ほど前の両部族の南下の時

とは異なり，ローマにとって脅威となる存在ではなかった。カエサルは，ライ

ン川左岸におけるキンプリーとテウトニーの後商を，アトゥアートゥキーとし

て言及しているが'M'，「ガリア戦記」に何度か登場するアトウアートゥキーも，

ローマ軍にとって，決して脅威を与えるゲルマン人部族ではなかった。カエサ

ルの「ガリア戦記」におけるキンブリーとテウトニーは，あくまで歴史的な存

在であり，過去においてローマに脅威を与えた，象徴的ゲルマン人諸部族とし

て登場しているのである。

「ガリア戦記」には，上で触れたゲルマン人部族の他にも，別のゲルマン人

諸部族が，数多く登場している。前述のスエービー，さらにキンブリー，テウ

トニー，そしてその二つの部族のライン川地域における後商であるところのア

トゥアートゥキーを含む，「ガリア戦記」で言及されているゲルマン人諸部族
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の名前を，その登場順に具体的に記せば，次のようになる。

キンプリー，テウトニー（1-33）；スエービー（1-37）；ハルーデース，

マルコマンニー，トゥリポキー，ウァンギオネース，ネメーテース，エウド

ウスイー（1-51）；ウビー（1-54）；ネルウイー（？），アトウアートウキ

ー，コンドルースイ-，エプロネース，カエロシー，バエマニー（Ⅱ－４），

ウスイペテース，テンクテーリー（Ⅳ－４），スガンプリー（Ⅳ-16)，ケルス

キー（Ⅵ-10）（なおNerviiネルウィーはケルト人かゲルマン人か，記述の上

からは不明である)。

これまで「ガリア戦記」の中の，主にゲルマン人についての記述を見てきた

のであったが，もともと「ガリア戦記」は，ケルト人についての記録であり，

ゲルマン人について主に記された記録ではないのは勿論のことである。その構

成からすれば，「ガリア戦記」は，大体三つの部分に分かれている。最初の三

分の－は，ガリアのケルト人についての全般的な説明で始まるが，その大部分

が，カエサルの軍隊とゲルマン人部族を率いるスエービーのアリオウイストス

の軍隊との戦いについての記述である。中間の三分の一は，アリオウイストス

との戦闘の勝利の後，ローマ軍に対抗したゲルマン人部族エプロネースのアン

ビオリクスとの戦い，そしてプリタンニアにおけるケルト人との戦いであり，

最後の三分の一は，最終段階でガリアの全ケルト人を統括しローマ軍と対時し

たケルト人部族アルウェルニーの代表ウェルキンゲトリクスとの戦い,である。

その間にさまざまなケルト人部族との戦い，そして時にはゲルマン人部族との

戦いが見出される。結局のところ，重点が置かれているのは，前半の，ゲルマ

ン人部族スエービーのアリオウイストスとの戦いと，後半の，ケルト人部族ア

ルウェルニーのウェルキンゲトリクスとの戦いである。カエサルは，アリオウ

ィストスを敗北させ，ゲルマン人の大部分をライン川の右岸に押し戻し，ウェ

ルキンゲトリクスに勝利して，ケルト人の地ガリアを属州として確定し，その

二つの事実を「ガリア戦記」の中で強調的に表現したかったのであろう。
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(三）

タキトゥスの「ゲルマーニア」は，西暦100年頃のゲルマン民族の様々な部

族について記された大変詳しい記録である｡ゲルマン民族の諸部族については，

タキトウス以前にも，さまざまな歴史家による言及があり，またタキトゥスと

ほぼ同時代の著作には，プトレマイオスの「地理誌｣'１３'，そしてプリニウスの

｢博物史｣'Ili､がある。その二人の著作は，いずれも比類のない重要性を持って

いるが，ゲルマン民族の諸部族に関する限り，タキトウスの「ゲルマーニア」

ほど，体系的に，総合的に記述された記録はない。そこには，時折苛烈で主観

性に満ちた記述が見出されるにせよ，今日のドイツの中部から北部，つまりラ

イン川の東および北の地域，さらには，ユトランド半島からスカンジナヴィア

半島に至るまでの広大な地域における,ゲルマン人の諸部族の社会生活の様式，

そしてゲルマン人の個々の部族についての極めて詳細な記述が見出される。そ

の中には，例えば，後にブリテン島に移住して英国を創ることになった部族の

一つであるアングルが，Angliiとして言及されている`'７'・紀元100年頃のゲル

マン人は，タキトウスによれば，大きく三つの種族に分かれていた。即ち，イ

ンガエウォネースIngaevones，イスタエウォネースIstaevones，へルミノー

ネースHerminonesであり１s'，それぞれ，北海沿岸およびその周辺地域に居住

するゲルマン人部族､エルベ川流域に居住するゲルマン人部族，その他の地域

に居住するゲルマン人部族であったと推測されている。アングルの属していた

のはインガエウォネースであり，その中には，同じ北海沿岸に居住していたフ

リージアンFrisiiも含まれている''9'・そのように，「ゲルマーニア」には，アン

グル，フリージアンといった，後のゲルマン民族大移動の時期にも登場するこ

とになる有力な部族が，見出される一方で，ゲルマン民族の移動期および後の

ゲルマン諸国家の割拠の時代に，極めて重要な役割を果たすフランクや，その

一部がアングルとともにブリテン島に渡って英国を創ったサクソンの名は，見

出されない。タキトゥスの「ゲルマーニア」の中のゲルマン人諸部族の名称を

登場順に列挙すれば，次のようになるであろう。

Marsiマルスィー，Gambriviiガンブリウイイ－，Vandiliiワンデイリイー，
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Tungriトゥングリー，Vangionesウァンギオネース，Tribociトウリポキー，

Nemetesネメテース，Ubiiウビイー，Bataviバターウイー，Chattiカッテイ

ー，Mattiaciマッテイアキー，Usipiウースイピー，Tencteriテンクテリー，

Bructeriプルクテリー，Chamaviカマーウイー，Angrivariiアングリワリイ

ー，Dulgubniiドウルグブニー，Chasuariiカスアーリイー，Frisiiフリースイ

イー，Chauciカウキー，Cherusciケルスキー，Fosiフォスィー，Cimbriキ

ンプリー，Suebiスエービー，Semnonesセムノーネース，Langobardiラン

ゴバルディー，Reudigniレウディーグニ－，Avionesアウィオーネース，

Angliiアングリイー，Variniワリーニー，Eudosesエウドセース，Suarines

スアリーネース，Nuitonesヌイトーネース，Hermunduriへルムンドゥーリ

－，Naristiナリステイー，Marcomanniマルコマンニー，Quadiクァディー，

Marsigniマルスィグニー，Buriプーリー，Lygiiリュギイー，Hariiハリイー，

Helveconesへルウェコネース，Manimiマニミー，Helisiiヘリスィイー，

NahanarvaIiナハナルワーリ－，Gotonesゴトーネース，Rugiiルギイー，

Lemoviiレモウィイー，Suionesスイーオネース。

タキトゥスの時代からゲルマン民族大移動期まで，およそ二，三百年が経過

している。その間，タキトゥスの時代に四十以上もあった上の部族のうち，大

移動期にも依然として部族名の連続性を保っていたのは，次の部族である。

ワンディリイー（ヴァンダル)，フリースイイー（フリージア)，スエービー，

ランゴバルディー（ランゴバルト)，アングリイー（アングル)，エウドセー

ス（ジュート)，マルコマンニー（マルコマンネン)，クァデイー，ゴトーネ

ース（ゴートハルギイー，スイーオネース（スウェーデン)。

四十もの部族の数が，大移動期に上の部族を含めて十余りに減少したのは，

その間さまざまな部族の離合集散があったからであるが，その離合集散の過程

を経た後の有力な部族の中には，タキトウスの「ゲルマーニア」に言及されて，

さらに部族として拡大されたアングル，ジュート，「ゲルマーニア」で有力部

族として言及されていて，そのままその勢力を維持し続けていたゴート，ヴァ
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ンダル，ランゴバルト，フリージアン，その核となる部族が，もともと別の有

力部族としてタキトウスの「ゲルマーニア」に記載されていたと思われるサク

ソン⑳，「ゲルマーニア」で記載されている多くの少数部族が連合したと思わ

れるフランク，「ゲルマーニア」で記載されている有力ないくつかの部族が連

合して形成されたと思われるアレマンネン，テューリンゲン，バイエルンがい

る。また，「ゲルマーニア」ではいくつかの部族の連合体の名称であったが，

後には個別部族の名称となっているスエービーのような部族がいる。もっとも，

プルグンドのように，ゴートやヴァンダル，ランゴバルトと同じ時期から，既

に有力な部族として知られていたにもかかわらず，カエサル，タキトゥスに言

及されていない部族もあるけれども。いずれにせよその離合集散の結果として

残った十余りの部族は，その一つ一つが，タキトゥスの時代の部族と比すれば

大変大きな部族になっていた２１'。なお，前述の「ガリア戦記」に現われるゲル

マン人の中で，エウドゥスイーは｜型，タキトゥスの「ゲルマーニア」のエウド

セース'郡と同じ部族と思われ，後のジュートと考えられる２１'。

(四）

ところで古期英語の文献に，WIdsjrh「ウイードスイース」というおよそ140

行からなる詩が存在する'お'。「ウィードスィース」は，詩人が，時代を超えて，

ゲルマン人諸国家を中心に，様々な国家を訪問し，国王に会うという榊成の詩

であり，その中に登場する主なゲルマン人国家は次のようなものである。

アングル，サクソン，ジュート，フリージア，フランク，ヘトワレ（カスア

ーリイーハプルグンド,ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ,ﾜﾘｰﾆｰ,スエービー，ルギ

イー，ヴァンダル，ランゴバルト，ゴート（東ゴートハイフサス（ゲビー

トハデネ（デーン)，スウェーオン（スウェーデン)，イェーアタス，等。

上のゲルマン人は，「ウイードスイース」に見出されるすべてのゲルマン人

ではないが，その中に，ゲルマン民族の大移動の時代に登場するほとんどすべ

てのゲルマン人部族国家が含まれていることに驚かされざるを得ない。その
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｢ウィードスィース」の記述は，ゲルマン民族大移動以前の，まだユトランド

半島にいた時代の，アングルについて触れられているという点においても，大

変重要である。なぜなら，ゲルマン民族大移動以前の，ユトランド半島をめぐ

る状況，とりわけアングル，ジュートと，デーンとの関係については，伝えら

れている記述が少なく，不確かな部分が多いからである。さらに，その「ウイ

ードスィース」の記述には，第一次ゲルマン民族大移動のゲルマン人諸部族と，

後の第二次ゲルマン民族大移動の主人公とも言うべき，スカンジナヴィアのヴ

ァイキング人の一部（デーン，スウェーオン，そしてイェーアタス）が，並列

的に述べられている点でも，大変重要である。おそらく「ウイードスイース」

の創られたのは，第一次ゲルマン民族の大移動後で，かつ，第二次ゲルマン民

族の大移動以前であると思われる'26'。たとえ必ずしも時代が全く重なるわけで

はなく，それぞれのゲルマン人の主な活動の時期に，二，三百年の時間的相違

があるとしても，ユトランド半島にいた時のアングルが，デーン，そしてイェ

ータスと，同じゲルマン人国家の世界像の枠組の中で，相互に共存する国家と

して登場しているという状況は，古期英語で書かれた最古の叙事詩Beowur

｢ベーオウルフ」の世界像と共通のものである。いずれにせよ，「ウイードスイ

ース」には，スエービーが，アングル，サクソン，ジュート，フリージアン，

サクソン，プルグンド，ヴァンダル，ゴート，ランゴバルト，テューリンゲン，

等と並列的に，個別的な部族として言及されており，タキトゥスの「ゲルマー

ニア」の時代と，スエービーの内実が変化していることが窺われ得る'幻１．－方，

アレマンネンについての言及は見出されない。次に「ウイードスイース」より

も後代に成立したとされているが，やはり中世初期ゲルマン人社会が描かれた

叙事詩「ベーオウルフ」に現われるゲルマン人を見ることにしたい。

「ベーオウルフ」は，アングル人の詩人によって書かれたとされる古期英語

の最古の叙事詩である'型'。その成立時期については諸説があるが，その中に，

デネ，そしてイェーアタスというゲルマン人国家，そしてその二つの国家との

関連で，他のゲルマン人諸国家が言及されていて，興味深い。「ベーオウルフ」

に言及されているゲルマン人国家もしくは部族は，次のようである四'。

デネ，イエーアタス（ゲーアタス)，スウェーオン（スウェーデン)，フラン
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カン（フランク)，フーガス（フランク)，ヘトワレ（カスアーリイー，

トゥアリイ），フレーザン（フリージアン)，エーオタン（ジュート)，

サス（ゲピートハウュルヴィンガス，ヘアゾベルダン，等。

ハツ

イフ

イェーアタスという国家は，上で引用した「ウィードスイース」以外には，

他のヨーロッパの歴史的文献には，その名がほとんど見出されないが､'，それ

は，スカンジナヴイア半島南西部に歴史的に実際に存在したと推測され得るゲ

ルマン人国家である。そのイェーアタスは，主人公ベーオウルフの故国であり，

そしてゴートと深い関係があったと推定される国家である。「ベーオウルフ」

には，アングルに関しては，わずかではあるがオッファ王の挿話の中で触れら

れていて(弧)，またジュートについてはエーオタンとして言及されているが32'，

サクソンに関しては全く言及がない。「ウイードスイース」に比して，ゲルマ

ン人諸部族が，網羅的に記述されているわけではなく，本稿の主題であるとこ

ろのスエービーも直接的には触れられていず，またアレマンネンも言及されて

いない。

(五）

これまで，カエサルの「ガリア戦記｣，タキトゥスの「ゲルマーニア｣，そし

て古期英語の「ウィードスイース｣，「ベーオウルフ」に現われるゲルマン人諸

部族，とりわけその中のスエービーを見てきたのであったが，ここで，スエー

ビーという部族の持つ，その構造の二重性，そしてそのアレマンネンとの関係

について考えてみたい。

スエービーは，繰り返せば，カエサルの「ガリア戦記」にも，またタキトゥ

スの「ゲルマーニア」にも登場し，タキトゥスの時代には，北海沿岸からバル

ト海にかけての北ドイツ一帯に居住していた古くからの有力部族である。ゲル

マン民族の大移動の時期には，一部がイベリア半島北部に移住し，一部が今日

のドイツ南西部，即ち，シュヴァーベン地方，そしてスイスへ移住した。スペ

インへ移住したスエービーによって造られたスエービー王国は，やがて滅亡す

るが，ドイツ西南部やスイスに移住したスエービーは，その後，北部スエービ
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_を中心に形成されたアレマンネン王国に参加する。そのスエービーは，今日

のドイツ・バーデンヴュルテンベルク州のシュヴァーベン地方の人々と，そし

てチューリッヒを中心とする，スイスのドイツ語圏の地域の人々の祖先である。

ところで，タキトウスの「ゲルマーニア」に登場するスエービーは，その中

に多くのゲルマン人部族を含む大部族の名称である,動`・スエービーは，今日の

北ドイツ，中部ドイツ地域の多くのゲルマン人部族を含んでいたので，今日バ

ルト海と呼ばれている海は，スエービー海と呼ばれていたほどであった'鋤６し

かしながら，その後のスエービーは，「ゲルマーニア」におけるスエービーの

ような包括的な部族ではなく，個別的な部族となっている。一方「ガリア戦記」

に現われるスエービーは，ゲルマン人部族の代表であり，「ゲルマーニア」の

スエービーの存在を連想させる。カエサルの時代も，個別的なスエービーは存

在していなかったと思われるが，しかしながら「ガリア戦記」には，実際に個

別的なスエービーが登場している。つまり「ガリア戦記」では，スエービーは，

ゲルマン人諸部族の代表として記述されているが，一方で「ゲルマーニア」で

スエービーに属しているとされるマルコマンネン等とともに，個別のゲルマン

人部族として，並列的に列挙されているのである’351゜その場合，考えられるの

は，「ガリア戦記」に現われるスエービーが，ある特定のゲルマン人部族で，

その部族が自らをスエービーと称している，ということである。それでは自ら

がスエービーの代表として行動していた，そのゲルマン人部族とは，具体的に

どの部族だったのであろうか。

「ゲルマーニア」によれば，スエービーの中核部族はセムノーネースであっ

た”。しかし，「ガリア戦記」におけるアリオウイストスが，セムノーネース

であったという記録は伝えられていない。シュヴァルツは，「ガリア戦記」の

アリオウィストスに率いられていたスエービーは，クァディーであったとして

いる'３７'・クァデイーは確かにカエサルの遠征当時，マルコマンネンとともに，

ライン川沿岸地域，とりわけその上流をその支配領域としていた有力なゲルマ

ン人部族であった。カエサルが，ローマ軍の総指揮官としてガリアに遠征し，

スエービーの代表アリオウイストスに対して送った手紙に対するアリオウィス

トスの返答の内容は，－ゲルマン人部族の意思を表わしたものとは思えない。

その当時のゲルマン人諸部族全体の代表としての認識が，そこに見出され，ア
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リオウィストスは，スエービーを主体としたゲルマン人諸部族の連合体を，ロ

ーマと対等あるいはそれ以上の存在と考え，またカエサルもアリオウィストス

をゲルマン人の王としているのである噸。シュヴァルツの言うように，クァデ

ィーが，そのスエービーの内実であるとすれば，そのクァディーとは，どのよ

うな部族なのであろうか。

クァディーは，「ゲルマーニア」にも言及されているが3,1,タキトゥスの時

代には，マルコマンネンの東にいた。「ガリア戦記」にスエービーとして登場

するゲルマン人部族が，クァデイーであるのであれば，カエサルのローマ軍に

撃退された後，クァディーが，その部族の中核を東へ移動させていったという

ことは，大いにあり得ることであろう。そして，タキトウスの時代に，クァデ

イーがマルコマンネンの東にいたということは，バイエルンの登場との関連か

らも，重要な事実である。

時代の変遷とともに，タキトゥスの時代の総称としてのスエービーは，その

内実が変化している。即ち，スエービーは，セムノーネースを中心とした北方

の諸部族の大連合体の総称から，より少数の部族から構成される具体的な部族

の名称になっている。例えばタキトゥスの時代には，アングルとセムノーネー

スは，いずれも同じスエービーに属していた。しかしその後アングルが民族大

移動の時期において有力な部族として登場する時に，スエービーも同じ様な個

別的な－ゲルマン人部族として登場する叩'・カエサルの時代のアリオウィスト

スに率いられたスエービーが，シュヴァルツの言うように，その内実がクァデ

イーであるのであれば，タキトゥスの時代以後，スエービーとして登場する部

族も，実はある一つの，あるいは複数の具体的なゲルマン人部族であるという

ことになるであろう。その時に，スエービーの中核となっていたのは，どのよ

うな部族だったのであろうか。スエービーはその後，一部は南西ドイツに移住

し，また別の一部はイベリア半島に移住する。また，ヨーロッパ中部のマルコ

マンネンの近くにも移住している。例えば，６世紀前半，エルベ川中流地域に，

スエービーと称して居住していたセムノーネースの例も伝えられている`伽。つ

まり，アングルその他がスエービーの枠の中に留まらず，より大きな部族とし

て発展していった時に，もともとスエービーに属していた別々の部族が，それ

ぞれ移動していった地域で，自らの部族名ではなく，スエービーの名前を用し、
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るようになったのであろう。例えば，スペインへ移住したスエービーについて

も，その部族名について諸説がある!⑫。そしてそれぞれの地域のスエービーの

成立の時に，諸部族のさまざまな再編があったものと想像されるが，しかしな

がら，その再編の過程は知ることはできない。

(六）

一方，アレマンネン（アラマンネン）は，カエサルにも，またタキトゥスに

も見出されない部族名であるが，ゲルマン民族の大移動の時期までには，極め

て有力な部族となっていた。５世紀の後半には，アレマンネン王国は，北はヴ

ュルツプルクから，フランクフルト近郊のアシャッフェンブルク，さらには，

中期高地ドイツ語で書かれた叙事詩「ニーベルンゲンの歌」にも描かれた，ブ

ルグンド（第一次プルグンド王国）の首都であったヴォルムスまで広がり，西

は第二次ブルグンド王国の領域のブザンソン，そしてラングルトロワ近くま

で，東はアウクスプルクからバッサウまでを占めていたｑ３１ｏそして６世紀の前

半に，メロヴイング王朝の国王クロートヴイッ上のもとでのフランク王国との

戦いに敗れ，フランク王国に併合されることになる'川･

アレマンネンについての，歴史書における初出は，213年における，ローマ

皇帝力ラカラによる，アレマンネンとの戦闘についての記述であるN5'。つまり

それ以前のアレマンネンについての言及は存在せず，従ってアレマンネンは，

サクソンやフランクのように，ある時点で，タキトウスの「ゲルマーニア」に

登場しているいくつかのゲルマン人が再編されて，形成された部族であると想

像され得る。それでは，どのような部族がそのアレマンネン部族の形成に参画

したのであろうか。

アレマンネンは，さまざまな研究者により，いくつかのスエービー系の部族

が連合して形成した部族であるとされている。例えば，Ｂシュミットは，ア

レマンネンの主な構成部族が，スエービー系のセムノーネースとへルムンドゥ

ーリーであったとし，時によっては，アレマンネンの代わりにスエービーとい

う名称が用いられる場合があったと述べている１４`'・長友氏は，ヒエロニムス，

そして特にアンミアヌスの記述をもとに，４世紀におけるアレマンネンについ
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て詳述しているがい7'，その中で，アレマンネンが，七人の首長によって統治さ

れていたという事実に触れている。その事実は，アレマンネンの構成について

示唆的であると言えるであろう。つまり，ヒエロニムスにより，ローマ皇帝ユ

リアヌスが，西暦356年に，アレマンネンの軍隊を壊滅させたと伝えられてい

る，ストラスブルクにおける戦いについて，アンミアヌスは，具体的に，アレ

マンネンには七人の首長がいて，七つの地域を支配していたというのである。

つまりそれは，アレマンネンが七つのゲルマン人部族から構成されているとい

うことを示すものとも考えられるのである。Ｂ・シュミットの言うように，ア

レマンネンが，主にセムノーネースとヘルムンドゥーリーによって構成されて

いたにせよ，その他にいくつかのゲルマン人部族が，アレマンネンの部族の形

成に参画していたことの，それは一つの傍証となるものではないであろうか。

一方シュヴァルッは，アレマンネンの成立については，次のように述べてい

る'網1．アリオウィストスのスエービー，即ちクァデイーは，カエサルとの戦

いで敗北し，マルコマンネンと共に東へ移動する。その結果，南ドイツ，マイ

ン川流域の空白地域に，新たなゲルマン人部族集団の結成の余地が生まれる。

そしてそこに，タキトウスの頃から，スエービーの中核部族とされていたセム

ノーネースが関与する。セムノーネースを中心に，クァデイー，－彼等は東

へ移住した後，２世紀後半の，ドナウ川流域におけるマルコマンネン戦争に参

加し，ローマに撃退され，南ドイツへ戻ろうとしていたのであるが－，その

クァデイーが参画し，またハルーデースもそこに加わったのである。ちなみに

ハルーデースは，カエサルの「ガリア戦記」に登場するゲルマン人部族であり，

スエービー（クァディー）やマルコマンネンと共にカエサルと戦い，敗北した

が，クァデイーやマルコマンネンのように東へ移住はせずに，南ドイツにとど

まっていたのである。

また植村氏は，Ｌ・シュミットに基づき，アレマンネンが，スエービーの中

核部族であるセムノーネースを中心に，テンクテリー，ウシピテース，ワンギ

オネース，そしてトゥーバンテース等の参加により成立したと述べている'69'・

ドプシュは，３世紀以降のアレマンネンのローマ帝国領内への定住生活の状況

について，極めて詳細な，そして適切な記述を表わしているが'５０１，アレマンネ

ンの起源について言及せず，また関心を示していない。それはアレマンネンだ
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けでなく，ゲルマン人諸部族全般についても同じであるけれども。

諸研究家の中で共通しているのは，アレマンネンの成立に，スエービーの中

核部族のセムノーネースが中心的な役割を演じたということである。総称とし

てのスエービーが個別的なスエービーとなり，またドイツにおいて個別的なス

エービーの役割がアレマンネンにとってかわられるという，ゲルマン人諸部族

の再編成の後に，スエービーの中核的な部族であったセムノーネースが，何の

戦闘の報告が伝えられることもなく，北ドイツの一つの平均的な部族となって

いるという状況が，逆に，セムノーネースの中核部分が，諸部族の再編におい

て果した重要な役割を，明示しているとも言えるであろう。

(七）

ところで，アレマンネン（アラマンネン）という言葉は，西欧のいくつかの

言語に見出され，重要な意味を持っている。例えば，口語ラテン語である俗ラ

テン語から分かれたフランス語，スペイン語では，「ドイツ｣，「ドイツ（人）

の｣，「ドイツ語」を意味する言葉は，それぞれ，AIlemagne，allemain(e)，

allemain（仏語)，Alemania，aleman(a)，ａｌｅｍａｎ（西語）であり１５１Ⅱ，アレマ

ンネンが，ゲルマン民族の代表のように捉えられている。それは，カエサルの

｢ガリア戦記」の中で，スエービーをゲルマン人の代表であったとしているの

と同じ様な捉え方のように見える。一方，同じロマンス語に属し，フランス語

やスペイン語と同じように俗ラテン語から分かれたイタリア語では,「ドイツ｣，

｢ドイツ（人）の」を表わす言葉は，それぞれGermania（イタリア語による

ドイツの正式な国名はRepubblicaFederaleTedescaであるが)，germanicoで

あり，フランス語やスペイン語の場合とは異なる。一方イタリア語にも，アレ

マンネンと関連のあるalemannoという言葉がある。それは，名詞としては，

ゲルマン人部族としてのアレマンネンを意味し，現在の高地ドイツ語の一つで

あるアレマンネン方言の意味も持っている他，詩的な表現として「ドイツ人」

を意味している。また，形容詞としては，「アレマンネン人の｣，「高地ドイツ

語のアレマンネン方言の｣，という意味の他に，やはり，詩的な表現として，

｢ドイツの」という意味を持っている。フランス語，スペイン語の用法と，イ
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ダリア語の用法の間に差異が生じている理由の一つは，既に古典期の文語ラテ

ン語では，北方の異民族を表わす名称として，タキトゥスの時代からの

Germaniaという言葉が一般化していたので，口語ラテン語からロマンス諸語

への分化の時代にも，ラテン語の直系のイタローロマンス語では，文語ラテン

語で用いられていたGermaniaという言葉が，ドイツを表わす名称として，そ

のまま受け継がれていたからであろうと思われる。しかしその一方で，前述の

ように，イタリア語の中にも，明らかにアレマンネンと関係を持つalemanno

という言葉があり，詩的な表現として「ドイツ人，ドイツの」という意味を持

っている。それには次のような歴史的背景があるものと考えられる。

フランク王国によってゲルマン諸部族が統一され，各部族が，もともとの部

族名を保持する領邦国家になった時に,アレマンネンの国家は,アラマンニアと

いう領邦国家の地域名として残されていた。例えば，西暦６～７世紀のフラン

ク王国メロヴィング王朝のもとでは，旧アレマンネン王国の領邦国家としての

名称は，Alamannien（Alamannia）であり，８世紀のシヤルルマーニユの時

代には，ゲルマン人の部族国家でフランク王国に併合された地域は，それぞれ

Burgundia（旧プルグンド王国)，Thuringia（旧テューリンゲン王国)，

Alamannia（旧アレマンネン王国)，Baioaria（旧バイエルン王国)，Saxonia

(旧ザクセン国)，等となっていた鼬'。その後，フランク王国が三つに分割され，

そして西フランク王国がフランク王国からフランス王国へ，東フランク王国が

神聖ローマ帝国へとなっていくが，やがてアレマンネンという言葉は，東の神

聖ローマ帝国の別称となるのである'”。

それではなぜアレマンネンという言葉が，フランス語やスペイン語で，神聖

ローマ帝国の別称として，即ち，ドイツ，ドイツ語，ドイツ人という意味の言

葉として用いられるようになったのであろうか。アレマンネンという言葉は，

もともとゲルマン語起源の言葉であり，ラテン語起源の言葉ではない。アレマ

ンネンは，前述のように，スエービー系のセムノーネースを中心とする，いく

つかのゲルマン人部族の連合体と推測され，その部族の連合再編の時，ａｌｌ

manという強調的な表現を用いたのであった`卦。従ってそれは，ゲルマン人の

有力な部族名という意味がこめられていたとしても，後のドイツという国家を

意味していたのではなかった。神聖ローマ帝国に，いくつかの旧ゲルマン人部
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族国家名が領邦国家として存続していた中で，どのような経緯で，アレマンネ

ンという言葉に，ドイツという意味が付与されたのであろうか。

フランク王国が三分割され，西のネウストリアが西フランク王国，さらには

フランスとなり，東のアウストラシアが東フランク王国，さらには神聖ローマ

帝国となった時，既に西の国家はフランクの部族名を国家名にしていて，また

東の正式国家名は神聖ローマ帝国となっているので，東の国家にフランクとい

う国家名を名づけることはできない。そこで，神聖ローマ帝国の統治者は，東

のゲルマン人領邦国家の名称の中で，最も総称的なゲルマン人部族の名称を，

神聖ローマ帝国の別称として選んだのではないかと思われる'"。そしてその名

称が用いられることになったのは，１０世紀初頭から13世紀半ばまで続いたシュ

ヴァーベン公国の成立と関連を持っている“。つまりアレマンネン王国がフラ

ンク王国に併合され，フランク王国内のアラマンニアという領邦国家になった

後，そのアラマンニアという領邦国家名が，１０世紀初めにシュヴァーペンとい

う名称の公国に代わってゆく過程で，神聖ローマ帝国領内におけるl日名として

のアレマンネンが消失し，その結果，神聖ローマ帝国の別称のアレマンネンが，

別称として存在し得ることになったのである。

神聖ローマ帝国の別称としてのアレマンネンは,西側のフランク王国の国民，

とりわけもともとのガリアのケルト人にとっても，自然な名称として受け入れ

られたものと思われる。西側，即ちガリアの地域の人々にとっては，西ローマ

帝国の末期に，そしてその崩壊後に，ガリアに侵入して来たゲルマン人のうち

最有力のゲルマン人はフランクであり，また，最もガリアに近い場所に定住し

ていたゲルマン人は，アレマンネンであった。ガリアを含む西欧の大部分がフ

ランク王国によって統一された時も，西側ネウストリアに居住する圧倒的多数

のガロ・ロマンス人にとって，東側アウストラシアのゲルマン人は，北部がフ

ランクであり，南部がアレマンネンであった。その西側ネウストリアがフラン

クという国名になった時，東側がアレマンネンになるのであれば，その名称は

自然に受け入れられたことであろう。そこで西側の言語，即ちガローロマンス

語から発達したフランス語においては，「ドイツ」を表わす語が，AUemagne

そして「ドイツ人，ドイツの，ドイツ語」を表わす語が，allemainになったの

である(Ｓｍ･フランス，即ちケルト系のゴール人の住む西側の地域にとっては，
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東側のゲルマン人国家は，決して「神聖ローマ帝国」ではなかった。あくまで

それは「ゲルマン人の国家」あるいは「チュートン人の国家」即ち「ドイツ」

であった。それ故，ドイツをあらわす，もう一つの国名であるところのアレマ

ンネンという名称が,西側のフランク王国，そしてその後のフランスにおいて，

隣国の呼称として用いられるようになったのは自然であったであろう｡

一方イタリアにとっては，東フランク王国が神聖ローマ帝国になった時，そ

の名称と，もう一つの名称であるアレマンネンを，ドイツの国名として受け入

れた点では，フランスやスペインと同じであった。しかしながらイタリアの場

合には，タキトゥスの時代から用いられてきたゲルマーニアという言葉があっ

た。そこで，神聖ローマ帝国の名称が実質を伴わなくなった時点で，フランス

語やスペイン語では，雅語としてのアレマンネンを一般的な国名のドイツの意

味で用いるようになったのに対して，イタリア語では，古くからのゲルマーニ

アを一般的な国名でドイツの意味で用い，一方アレマンネンに関する表現は，

雅語として存続させたのであろう。またイタリア半島は，ゲルマン民族の大移

動期には，東西ゴートによる侵入を，その後にはランゴバルトの侵入を豪った

が，ローマ人にとっては，ゴートやランゴバルトは，あくまでゲルマン人の一

部であり，ゲルマン人の代表でも，ドイツ人全体でもなかった。それ故イタリ

ア人は，ゴートやランゴバルト以外のゲルマン人の部族の名称，例えばアレマ

ンネンの名称も，同じ様に，ドイツ全体の名称にすることはなかったのである。

ところで，不思議なことであるが，そのアレマンネンという言葉は，ドイツ

語の地名としては残っていない。ゲルマン人の部族の名前は，通常，ある一定

の期間以上の定住があった地域には，その痕跡として，その部族に関する地名

が残されている場合が多い。とりわけ，ゲルマン人部族国家が，たとえフラン

ク王国に併合されたとしても，その領邦国家として存続している場合は，その

領邦国家名が地名として存続している場合がほとんどである。ゲルマン人の部

族名がドイツおよびドイツ以外の地名および国名として存続している場合は，

次のようなものがある。例えば，アングルは，英国のイングランドとドイツの

シュレースヴィッヒ近郊のアンゲルンおよびその南方のエンギリンに，サクソ

ンは，ドイツのニーダーザクセン州や旧東ドイツの二つのザクセン州その他に，

ジュートは，デンマークのユトランド半島に，フリージアンは，ドイツとオラ
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ンダのフリージアに，ゴートは，スウェーデンのゴットランド島に，プルグン

ドは，デンマークのポルンホルム島とフランスのブルゴーニュに，ランゴバル

トは，北イタリアのロンバルディアに，テューリンゲンは，ドイツのテューリ

ンゲン州に，そしてスエービーは，ドイツのシュヴァーベンに，それぞれ部族

名が伝えられている'調。またフランクの場合は，ドイツのフランケン地方（都

市名ではフランクフルト他）と，さらにはフランスという国名に，その部族名

が残っている。しかしアレマンネンの場合は，その部族名は，フランス語やス

ペイン語に，もともとの部族名の意味とは別に，ドイツという国名として用い

られている他は，ドイツの地域の名前ではなく，ドイツ語のアレマンネン方言

という，ドイツ語の－方言としての，言語上の分類の場合にしか用いられてい

ない59'。つまり前述のように，アレマンネンが，ドイツ語圏で地名化する場合

には，シュヴァーベンとなっているのであるlMj'。

いずれにせよ，セムノーネースを中核に，他のいくつかのスエービー系のゲ

ルマン人部族が統合されたのがアレマンネンであれば，スエービーとアレマン

ネンは，全く同一の存在ではないとしても，系統的には，同じスエービー，ド

イツ語ではシュヴァーベンと言えるであろう。つまり，同じゲルマン人部族が，

外から（ガリア人から）見ればゲルマン人の部族連合のアレマンネンであり，

内から（ゲルマン人の諸部族から）見れば，その構成部族の中核がスエービー

である以上，シュヴァーベンだったのである。ちなみに「フランク史」を著わ

したトゥールのグレゴリウスは，スエービーとアレマンネンを，全く同じ部族

として記述しているｌ１ｉＩ１。

［注］

(以下の注の引用文献の中で，HerrmannJ.(hrsg)，ＤｊｅＧぞmTanen・Ｂａｎｄ１，５

durchgeseheneAuflage,1988.;Bandu2durchgeseheneAuflage, 

Akademie-VerlagBerlin，1986.は,それぞれ，DjeGermanen,Ｂａｎｄｌおよ

びDjeGemTanen,ＢａｎｄⅡと省略する）

(1)Beda，Vene｢abﾉﾉﾉsBaedaeHjstoriaEcc！esjastjcaGentisAngﾉorum 

VenerHbIeBaedaeOperaH】Sto加ａｅｄ,PlummeroC,２vols.,Oxford,1896．

BaedaeHUStorjaEccjesjastにａＧｅｎｔｊＳＡｎｇﾉorum，ｅｄａｎｄｔｒａｎｓＪ．Ｅ,
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KingLoebQassicaノＬｊｂＪｍｙ,２vols.，LondonandCambridge．Ｍas‐

sachusetts,１９３００．Ｅ・translation：ＴﾉｊｅＯﾉｄＥｎｇﾉﾉshVersionof

Bede，ｓＥｃｃﾉesjastjbaノHYSroJyoftbeEngljShPeOpノビ,ｅｄ・ＴｈｏｍａｓMiller，

EETSnos､95-96.110.11,2vols.,London,1890-98.邦訳：長友栄三郎訳，

｢イギリス教会史｣，創文社，1971年，36-39頁。CfCollingwoodRGand

MyresJN.Ｌ､,ｌＦomanBr7tainandEngljshSbrtﾉememaSecondedition， 

OxfbrdUniversityPress,1937,ｐｐ､336337． 

CampbelLA.,ＡｎａｄＥｎｇｌｊＳｈＧ画ｍｍａ凪OxfbrdUniversityPress,1959,

p､3.Campbellは，６世紀のプロコピウスの，「プリテン島には，アングル，

フリージアン，ブリトンがいた｡」（BelLGoth､iv､１９）という記述に触れ，

フリージアンのプリテン島への移住の事実とその言語に言及している。プ

ロコピウスの言うブリトンとは,プリテン島の先住者のケルト人であるが，

その他のプリテン島に居住する人々として，アングルとフリージアンのみ

の名が挙げられているのは，プロコビウスが取得していた情報遇の限界を

示す一方で，ブリテン島に渡った人々の中に，フリージアンがいたという

ことを，明示しているものと考えられる。東ローマのプロコビウスの文献

は，Procopius,DebeUoVandaﾉjcQDeBejlbGbthjcobetc.,ｅｄ・andtrans．

Ｈ､ＢＤｅｗｉｎｇＬｏｅｈ,７vols.,LondonandNewYork，1914-40；Ｄｅｂｅﾉﾉb 

GbrhiminPh℃cOpjjCaesaJqjensjSOpeねｏｍｎ垣ｎｅｄ.』・Haury,Leipzig，

1963.またDemandt，Ａ､,DieSpatanljke,ＣＨＢｅｃｋ，scheVerlag‐

ｓｂｕｃｈｈａｎｄｌｕｎｇ，MUnchen，1989,ｐ､２８および，Ｓｔｅｎｔｏｎ１Ｆ．Ｍ､，

ＡｎｇｌｏＳａｘｏｎ団gﾉａｎｄ２ｎｄｅｄ.,OxfbrdUniversityPressl947,ｐ６Ⅲそし

てCollingwoodR・GandMyres.』.Ｎ､Ｌ､,前掲書341頁を参照。フリージア

ンのブリテン島への移住については，さらにGodfrey，1,ｍｅＣｈｕＪ℃hjn

Anglb-SaxonEnglandCambridgeUniversityPress，1962,ｐ､６０そして

Baugh,Ａ・Ｃ＆Ｃable，Ｔ､,AHiStoryoftheEngljShLangua9℃,３ｒｄｅｄ.,

Routledge＆KeganPaulplcLondon､197app47-48にも言及が見出され

る。もっとも，例えばドプシュのようにフリージアンのプリテン島への移

住について否定的な見解を持つ研究者もいる。CfDopsch,Ａ,､WHITsCha雄

ljUheundsozjaleGrundlagendereumptYjSchenKuﾉﾋﾟuJ℃ntwicA}ｕｎｇａｕｓ 

ｄｅｒＺｅｊｒｖｏｎＣａｅｓａｒｂｉｓａｕｆＫ、ゾdenGrossenzweite,veriinderteund

erweiterteAuflage,Wienl923-24邦訳：アルフオンス・ドプシユ箸，野

崎直治，石川操，中村宏訳，「ヨーロッパ文化発展の経済的社会的基礎一

(2) 
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－カエサルからカール大帝にいたる時代の－｣，創文社，1980年，３０５

頁。

(3)Caesar（GaiusIuliusCaesarlCommentarjiｄｅｂｅ"ｏＧａﾉﾉﾉＣＯ,edG 

Dorminger,２Aunage,MUnchen,1966.邦訳：カエサル署，近山金次訳，

「ガリア戦記｣，岩波轡店，1942年。

(4)Tacitus（PubliusComeliusTacitus)，ＧＣｍ７ａｎｊａＣｂｍｅﾉｶﾞｍａｄｔｊｄｅｏｒｊ・

gjneetsjtuGeJmanorum,ｅｄＪ・GCAnderson,ClarendonPress・

Oxford,1938.邦訳：タキトウス箸，泉井久之助訳，（改訳）「ゲルマーニ

ア｣，岩波香店，1979年。

(5)堀米廠三，「ヨーロッパ中世世界の構造｣，岩波轡店，1976年，153-154頁。

(6)カエサル，「ガリア戦記｣，1-51,1-53,1Vら1，他。

(7)タキトウス，「ゲルマーニア｣，２，３８，３９～45゜

(8)Schwarz．Ｅ，GermanjScheStammesAundaCarlWinter・Universitilts‐

Verlag,Heidelbergl956,ｐｐ､156-157. 

(9)ここではSchwarzをもとに，ある程度それを敷桁して述べたが，Schwarz

の説明は歴史的な事実関係を捨象し，スエービーの部族としての行動の軌

跡を示したものである。従って，二つの方向を示すスエービー人の移動に

は，それぞれの移動の歴史的契機があり，また時期も異なる。

(１０）カエサル，「ガリア戦記｣，1-31～54,匹１～35。

(11）上掲掛，1-33,1-40,Ⅱ-29,ＶⅡ77,他ｃ

(12）キンプリーとテウトニーは，まず紀元前２～１世紀のポセイドニオス

Poseidonios（Posidonius）のHYStmjaj「歴史」に言及されている。ポセ

イドニオスの著作は，そのほとんどが伝わっていないが，プルタルコス

やマリウス，リウィウスによって，その内容を間接的に知ることができ

る。CfSeyer.Ｒ､,ＤｉｅＧＣｍｍｎｅｎ,ＢａｎｄＬｐ、４１；Schwarz．Ｅ､,Ｏｐ・ａｔ.`ｐ、

54,ｐ､58.また，その二つの部族は紀元18年のストラポンのGeogJ君phica

「地理誌」に見出される。Strabon,GeogT曰phjmⅦ,1,Ｇ℃０９J曰phybed・and

trans,HoraceLeonardJones,LoeL8vols.,1917-32.CfSeyer,Ｒ,Die 

Ge1manen,ＢａｎｄＬｐ､45.プルタルコスによれば，キンプリーとテウトニ

ーの他に，もう一つのゲルマン人部族アンプローネンも共に行動したと

されているが，アンプローネンはテウトニーの支族と考えられている。

Schwarz，Ｅ,ＯＰＬｃｊＬ，ｐ､58,ｐ､61.CfSeyer,Ｈ､，DjeGemTanen､ＢａｎｄＬ 

ｐｐ､201-202；Weber@Ｖ.,ibid,ｐ､271. 
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(13）DjeGemTanen,Bandl,Abb､５１.ZugederKimbern・TeutonenundAm‐

ｂｒｏｎｅｎｚｗｉｓｃｈｅｎｌ２０ｕｎｄｌＯ１ｖ.ｕ・Ｚ．

(14）カエサル，前掲書，Ⅱ-29,他。

(15）Pto1emaius：KlaudiosPtolemaios，C1audjjPtoﾉemaeiGbogmpbja,ed 

KarlMijllerandC.Ｔ・Fischer,２parts.,Paris,1883-1901.ＣｅＱｇｍｐｈｊａｅｄ

ＣＦ.Ａ・Nobbe,Leipzigl843/1845．

(16）Plinius（ｄＡ)，HiSto"aenatumliS､Natu垣ﾉHJSroJybed.,andtrans・Ｈ

ＲａｃｋｈａｍａｎｄＷ・ＨＳ､Jones・ＬｏｅｈｌＯｖｏｌｓ.,LondonandCambridge，

MasS,193856． 

(17）タキトウス，「ゲルマーニア｣，４０。そこではアングルが，インガエウォ

ネースの中で，固有の部族としての独自性を持っていたということは窺

うことができるが，後のプリテン島への移住後，優れた文化を開花させ

たノーサンブリア王国の担い手としてのアングルは，見出すことはでき

ない。ブリテン島移住の前にアングルの果たした重要な役割は，へルム

ンドゥーリ－，ワリーニーと共にテューリンゲンの成立に参画したこと

であろう。CfSchmidt,Ｂ､,DjeGelmanenoBandmp､337．

(18）タキトウス，「ゲルマーニア｣，２゜その三つの種族についての言及はプリ

ニウスにも見出される。Plinius（ｄＡ.)，HismJ1aenatu垣比，４，９９．プ

リニウスは，インガエウォネースに属する部族としてキンプリー，テウ

トニー等を挙げている。ＣｆＳｅｙｅｒＲ.,Ｏｐｃｉｆ,ｐ､５０；Schwarz,Ｅ､,Ｏｐｃｉｔ，

ｐ133． 

(１９）タキトウス，「ゲルマーニア｣，３４．．

(20）サクソンはカエサルにもタキトウスにも言及が見出されない。サクソン

についての言及の初出はプトレマイオスである。

Ptolemaius：KlaUdiosPtolemaios，２，１１，７．３１．プトレマイオスに続く

サクソンについての文献上の言及は，西暦285年もしくは286年のエウト

ロピウスEutropiusのものである。Eutropius,ＢｒｅＷａｒｕｍａｂｕｒｂｅｃｏか

ｄｊｔａｅｄ、HDroysen，MbnumentaGermanjaeH】StonbaAucroresAn‐

nqujSsimjU、1878,1-182.CfKrUger,Ｂ､,DjeCemTanen,Ｂａｎｄｎｐ､１７；

Leube.Ａ､,jbjUL,ｐ､444；Seyer,Ｒ,DjeGemTaJ]eIT,ＢａｎｄＬｐ､52.サクソン

における問題は，部族としてのサクソンの核となった部族についてであ

り，これまでに，タキトゥスに現われるカウキーとレウディーグニーの

二つの部族の説がある。
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(21） 増田四郎，「ヨーロッパ社会の誕生｣，啓示社，1947年，82-90頁，および

27頁。またドプシユ箸，野崎直治，石川操，中村宏訳，前掲書，第２巻，

第１章，455-554頁を参照。

カエサル，「ガリア戦記｣，1-51．

タキトウス，「ゲルマーニアL40o

Schwarzは，エウドセースについて，「ゲルマーニア」の記述の傍証とし

て，プトレマイオスによる，ユトランド半島のハルーデンの東，キンプ

リーの北に居住するEudosesと思われるゲルマン人部族についての記述

を挙げ，ジュートをエウドセースの後商と見なし得ると述べている。さ

らに「ガリア戦記」のエウドゥスイーが，「ゲルマーニア」のエウドセー

スであるとする理由として，「ガリア戦記」の多くの写本のうち，

Sedusiiとなっている部分は正しくはEudusiiであり，ローマの歴史家オ

ロシウスが，カエサルに基づいて，当該部族の名前をEduses，他，と記

述していることを挙げている。CfSchwarz,Ｅ､,ｏｐｃｉｒ.,ｐｐ､115-116；

Collingwood1R・ＧａｎｄＭｙｒｅｓＪ.Ｎ､Ｌ､,ｏｐ・Cit.,ｐ,338．

WIdsith，Ｉｉｎｅｓ３５－４４・Widsjth，ｅｄ．Ｒ@Ｗ、Ｃｈａｍｂｅｒｓ，Cambridge

UniversityPress，１９１２；WJdsith，edKMalone,London，１９３６；Exter 

BookedKrappandDobbie､ColumbiaUniversityPress,l936 

WIdSjthにはランゴバルト王国の国王アルポインの言及があるので（Alf

wine,1.70)，WYdsjdbの成立は，西暦568年以降となるであろう。もっとも

WYdsjthは，もともとの原詩に，後になって様々な加筆がなされている

ので，その構成も均一ではない。CfExtelBOok,ｅｄ,KrappandDobbie

lntroductionp・xlv..ｐp・xlm-xliv、

WYdSjthでは，Ｉｉｎｅ２２と，Ｕｎｅ６１に，スエービー王国が，言及されている

(Sw8efUm，与格複数形)。Ｌｉｎｅ６１では，アングル王国と共に並列的に列

挙されている。

Beowu圧Beowurand[heFYgｿb〔atniImsbuJgied・Ｆｒ・Klaeber,３ｒｄｅｄ.,，．

Ｃ,HeathandCompany,Lexington,Massachusetts,1950.；BCowu1fand 

血dith,ｅｄＥ.ｖ､Ｋ・Dobbie,ColumbiaUniversityPress,NewYork,1953．

邦訳：厨川文夫訳，「ベーオウルフ｣，岩波番店，1941年（｢厨川文夫著

作集（上)」金星堂，1981年に再録されている）；忍足欽四郎訳，「ベー

オウルフ｣，岩波書店，1990年；山口秀夫訳，「古英詩ベーオウルフ｣，

泉屋書店，1995年，等。
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(26） 

(27） 

(28） 
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厨川文夫箸，「ベーオウルフー附フインズブルフの戦｣，解説，「厨川文

夫著作集・上｣，金星堂，1981年，439頁にゲルマン人諸部族についての

言及が見出される。

CfLeake,』．Ａ，ＴｈｅＧｅａｔｓｊｎＢｅｏｗｕﾉfMadisonMilwaukeeand

London,theUniv・ofWisconsinPress11967、

Beowuノムlinesl949-1962・

Beowulfll，902,1072,1088,1141,1145． 

タキトウス，「ゲルマーニア｣，３８～45．

上掲書，４５･

カエサル，「ガリア戦記｣，1-51．

タキトウス，「ゲルマーニアl39o

Schwarz,Ｅ,ＯＤＣ肱,ｐ､159.しかしSchwarzはその根拠を示していない。

例えばSiegfriedJunghansは，アリオウィストスがスエービーのどの部

族に属していたかについては全く不明としている。cfSJunghans，

SwebeJ]-ＡﾉamanneJ］ｕｎｄＲｏｍ､KonradTheissVerlagStuttgart，1986, 

ｐＭＯ・

カエサル，「ガリア戦記｣，1-34,1-36．

タキトウス，「ゲルマーニア｣，４２．

注（26）を参照。

SchwarzE.,Ｏｐ・Cit.,ｐ､157.

例えば，長友氏はスペイン人に移住したスエービーをクァディーとして

いるが（長友栄三郎，「ゲルマンとローマ｣，創文社，1976年，213頁)，

Ｗ､Schmidtは，セムノーネースであるとしている（SchmidLW．（hrsg.)，

GeschjdirederdeutschenSprache,５．，ijberarbeitetunderweiterte 

Au､age,VolkundWissenVolkseigenerVerlagBerlin,1984,ｐ５２)。

Ｅｗｉｇ,Ｅ､,DjeMemvjng巴runddasnnnAenreにh,Stuttgart,1988,pl9･

GregoriusdeTours,GregonEpjScOpiTuronensjShjStollarum〃b〃Ｘ，

inMmumentaGermanjaeHIStorica,ScrjPtoresrerumMerovjngjca‐ 

ｒｕｍ,Ｔｏｍ､１，edWilhelmArndt,Hannover､1885.Ｄｉｅｌateinisch-deutsch 

AusgabevonR，Buchner，1959.邦訳：「トウールのグレゴリウス歴

史十巻（フランク史）Ｉ」，兼岩正夫，憂幸夫訳註，東海大学出版会，

1975年，第２巻，３０．

Krijger，Ｂ､pDjeGermanen,ＢａｎｄＬｐ､16には，CassiusDio（7７，１３，

(29） 

(30） 
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(43） 

(44） 

(45） 
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４）による言及について，また長友氏の「ゲルマンとローマ｣，pl59に

は，ScriptoresHistoriaeAugustae（AntoniusCaracallus,Ｘ１６）による

言及について触れられている。またドプシュ箸，野崎直治，石川操，中

村宏訳，前掲書，117頁および267頁を参照。

(46）Schmidt,Ｂ・DjeCemTanenBandⅡ．ｐ､337．

(47）長友栄三郎，前掲轡，160-162頁。

(48）Schwarz,Ｅ`ｏｐｃｊｔ.’ｐｐ､168-171． 

(49）植村清之助，「西洋中世史の研究｣，星野書店，1948年，１６頁。

(50）ドプシユ箸，野崎直治，石川操，中村宏訳，前掲轡，267-275頁。

(51）Ｇｒｉｍｍ､ＪｕｎｄＧｒｉｍｍ,Ｗ､,DeurschesWtjr〔erbuch,ＢａｎｄＬＶｅｒｌａｇｖｏｎ

Ｓ・Hirzel､Leipzig’1854,`AIIemann，の項を参照。本稿では当該部族名を

アレマンネンとしているが，それは現代ドイツ語による言語分布地域の

名称をもとにした表現であり，またESchwarzやＷ､Schmidtの表記に従

ったものである。ローマ人の様々な文書によるラテン語表記は，

aIamanniであり，古期高地ドイツ語ではAlamannenで，一般的に，古期

高地ドイツ語による表記が用いられる場合が多い。BSchmidtは，部族

名の正しい名称は恐らくはAIemannenであろうと述べている。Cf

Schmidt,Ｂ､,ＤｉｅＧｅｍ]anen,BanduP336，DieAlamannenの項。

(53）Junghans,Ｓ,Ｏｐｃｉｔ,1986.ｐ､12.また，Dahn,Ｆ､,DjbMZMAerwanderung
KaiserVerlagBer]in,1977.の内表紙の地図を参照。

(54）Schmidt,Ｂ,DjeGemTanenBandmp､336． 

(55）Junghans,Ｓ､Ｏｐ・cjL.ｐ｣２

(56）Schwarz,Ｅ､,Ｏｐｃ化,ppl68-169､長友氏，前掲書，159頁を参照。また，

HirLH.,E〔ymojbgjederⅣeuhochdemschen,UnveriinderterNachdruck

derl921erschienenzweiten,verbessertenundvermehrtenAuf]age,Ｃ 

ＨＢｅｃｋ､scheVerlagsbuchhandlung,MUnchen，1968,ｐ､377；Ｊ・Ｇｒｉｍｍ

ｕｎｄＷ､ＧｒｉｍｍＯｐ・ciL,.ＡⅡemann1の項を参照。

(57）JunghanSS,Ｏｐ.。［,ｐ､13．

(58）ＣｆＨｉｒｔＨ.,Ｏｐ・ｃＬｐ､378．

(59）CfjbjdL,ｐ,383．Hirtは，VolksnamenのDativePlur､が地名に転じたとし

て，Bayern，BurgundEngland,JUtland，Lombardei,Normandie，

OstfrieslandRijgen・Sachsen，Schwabenが，それぞれBajuvari，

Burgunden,Angel､,Juten,Langobarden,Normannen,FlriesenRUgen． 
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SachsenSchwabenに由来しているとしている。が，Hirtは，Bornholm

のBurgundenholmとの関係については，否定的である。

(60）Ｂａｃｈ；Ａ､DjeGeschjchrederDeurschenSp烟Che，AchteAuHage，

Quelle＆Meyer､Heidelberg，１９６５ｐｐ、102-103；Waterman.』.Ｔ､，Ａ

ＨｊＳｔｏｒｙｏｆｔｈｅＧｅｒｍａｎＬａｎｇｕａｇｅ，revisededition,Universityof 

WashingtonPress,SeattleandLondonl976,ｐ,229 

(60）Junghans,Ｓ・Ｏｐ・cjL,ｐｐ､11-14

(61）トウールのグレゴリウス，「フランク史｣，第２巻，３０。

(付記：本論文は2004年３月発行の拙著「西洋中世英語変遷史（１）－英語

の成立前史とゲルマン人諸部族」の中の－章に加筆し，そのテーマを発展さ

せたものである）
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option,mwhichallowsthepersontoreceiveassistancebychoosingfromvan、

ousoptionsjncludingemploymentwithpayandatrainingsubsidy(6months)， 

participatinginfull-timeeducationandtrainingcourses(１２months),ａｎｄwork‐ 

ingfOrNPOsorotherorganizationstoreceivepayplusbenefits(６months） 

TheUKhassucceededinsubstantiallyreducingthenumberoflong-term(l2 

monthsorlonger)unemployedpersonssmcefullyintroducingtheJobseekeros 

Allowance,andsothispolicyhasattractedmuchattentionfrommanycoun‐ 

tries・ＴｈｅｒｅｉｓｍｕｃｈｔｏＩｅａｒｎｆｒｏｍｔｈｅＵＫｉntermsofappraisingpolicyeffec‐

tiveness,suchasreviewingthevocationalqualificationsystemandintroduc‐ 

ingmeasuressuchastheNewDea］Programtohelpthelong-termunem‐ 

ployed 

SuebiandAlemannen:TheNationalBackgroundofthe 

Anglo-SaxonKingdomsintheEarlyMiddlｅＡｇｅｓ 

Michiolwaya 

TheoriginoftheEnglishlanguagecanbetracedtotheAnglo-Saxonsin 

BritainintheearlyMiddleAges・Oneofthemostimportanthistoricalevents

whichledtothefOrmationoftheAnglo-Saxonkingdomswasthemigrationto 

BritainofseveralGermanictribes,suchastheAngleSSaxonsandJutes(and 

presumablyalsotheFrisians)fiPomthefifthcenturyonwards・Theygradual‐

lyestablishedtheirkingdoms､andinthatprocesswasfbrgedtheearliestfbrm 

oftheEnglishlanguage・Unfbrtunately,however,littleisknownaboutthe

processotherthanfromthefragmentarydescriptionsinBeda1secclesiastical 

writings・SoinordertoobtainanaccurateimageofthepeoplewhofOunded

EnglandandmadeEnglishwhatitwasjtisnecessarytofOllowtheirhistori‐ 

caltracesbefOretheirmigrationtoBritainAccordingtoTacitus,theAngles 

andsomeotherGermanictribesconstitutedalooselyknittribalorganization 
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referredtoasSuebLAnditisalsoknownthatduringtheperiodofthegreat 

Germanicmigrations，SuebiweretransfOrmedintoasingletribe,andonthe 

otherhandanotherGermanictribewithacloseconnectionwithSuebi,Ａｌe‐ 

mannenemergedasaseparatetribｅＴｈｅａｉｍｏｆｔｈｉｓｐａｐｅｒｉｓｔｏｓｕｒｖｅｙｔｈe 

conjecturesthathavebeenmadeabouttheSuebiandAlemannentribes,espe‐ 

cialIytheiroriginsandmutualreIations、AdeeperknowledgeoftheseGer‐

manictribeswouldprovideuswithmorecluestounderstandmgtheAnglo‐ 

Saxons． 

ThePolicymakingProcessofChina1sMilitaryStrategy： 

ArmyisStrategicThinkingandtheState,sMilitary 

Strategy 
ZhaoHongwei 

Fromthelatterpartofthel990is,significantchangestakingplaceinChi‐ 

nesemilitarystrategicplanningwerenoticed・Thismilitarystrategyaimsat

theunificationwithTaiwanbyfOrce・

ThisresearchwillstudythefbUowingquestions:Ｉｎｔｈｅｌ９９０１ｓ,whatsortof 

strategicdebateshadtakeninsidetheChinesemilitaryfbrces？Ｈｏｗ，and 

throughwhichrouteweretheresultsofthesedebatessenttotheleaｄｅｒｓｏｆ 

ＡｒｍｙａｎｄＳｔａｔｅ？HowhavetheseinfluencedtheshiftinChinesemUitarystrate‐ 

gicplanning？Intheconclusionthispaperwillanalyzethecharacteristicsof 

Chinesemilitarystrategies 

ThisstudyhasreceivedthesupportofaresearchgrantprovidedbytheMinP 

istryOfFbreignAffEIirs． 
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